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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光ファイバに対し、応力付加器により当該光ファイバの長手方向に沿って所定の空間的
周期で応力を付加し、該応力を時間と共に増加させつつ前記光ファイバから漏れ出た光波
を光検出器で検出して所望の光ファイバを特定する心線対照方法であって、
　前記応力付加器は、該応力付加器により前記光ファイバに付加された応力を検出する応
力検出器を具備するものであり、
　前記光検出器で光波の光パワーを検出し、当該光波の光パワーが所定の閾値以上である
場合には、前記応力付加器により光ファイバへ付加する応力を一定に維持し、当該光ファ
イバが所望の光ファイバであると判定し、
　前記光検出器で検出された光波の光パワーが所定の閾値未満であり、前記応力検出器で
検出された応力が所定の閾値未満である場合には、前記光検出器で光波の光パワーの判定
を再度行い、
　前記光検出器で検出された光波の光パワーが所定の閾値未満であり、前記応力検出器で
検出された応力が所定の閾値以上である場合に、前記応力付加器により前記光ファイバへ
付加する応力を一定に維持した状態にて前記光検出器で光波の検出の有無を判定し、前記
光検出器で光波を検出した場合には当該光ファイバが所望の光ファイバであると判定し、
前記光検出器で光波を検出しない場合には当該光ファイバが所望の光ファイバではないと
判定する
ことを特徴とする心線対照方法。
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【請求項２】
　請求項１に記載された心線対照方法であって、
　前記光ファイバは曲がって延在する曲げ部を有し、
　前記応力付加器は、前記光ファイバの光波の進行方向における前記曲げ部よりも上流側
に配置され、
　前記光検出器は、前記光ファイバの前記曲げ部に配置される
ことを特徴とする心線対照方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光伝送システムにおける光の導通試験の試験装置である、心線対照装置およ
び心線対照方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　光線路の工事、運用に際して任意の光ファイバ心線を確認するために、作業現場におい
て任意の光ファイバ心線を見つけることができることが必要となる。そのため、心線対照
器（心線対照装置）は光ファイバ中を伝搬する光の一部を取り出して、その光ファイバが
所望の光ファイバであるかを確認できるため、広く用いられている。光ファイバ中の伝搬
光の一部を取り出すには、一般的に光ファイバに曲げを与える方法が用いられている。
【０００３】
　たとえば特許文献１では、心線対照器は光ファイバ中に曲げ部を形成し、曲げ部から漏
れ出る光を受光することによって、その光ファイバに光が伝搬しているかどうかを判別す
る。また曲げを用いる以外で伝搬光を漏洩させる方法として、光ファイバ中に長周期グレ
ーティングを形成することによって伝搬モードをより高次のモードへ変換させることによ
って光波を漏洩させる方法がある。光ファイバ上に長周期グレーティングを形成するには
、一般的にレーザ等によって屈折率変化を書き込むことによって、半永久的（不可逆）な
グレーティングを形成する。一時的（可逆）なグレーティングを形成する方法としては、
光ファイバ上に超音波を励振する方法や周期的な応力を付加する方法がある。
【０００４】
【特許文献１】特許第３４０７８１２号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、昨今注目を集めている、曲げ損失特性を改善した光ファイバに対しては
、曲げ部を形成しても漏れ出る光がほとんどないため、従来の心線対照器では曲げ損失を
改善した光ファイバには対応できないといった課題があった。またグレーティングによる
光波の漏洩を適用する場合、誤って過剰な屈折率変化を与えると光ファイバを損傷させる
可能性があるといった課題があった。
【０００６】
　そこで、本発明は、上記課題を解決すべくなされたものであり、光ファイバの曲げ損失
特性に関わらず光ファイバを損傷させずに当該光ファイバから漏洩する光を検出して、所
望の光ファイバの特定を可能とする心線対照方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上述した課題を解決する第１の発明に係る心線対照方法は、
　光ファイバに対し、応力付加器により当該光ファイバの長手方向に沿って所定の空間的
周期で応力を付加し、該応力を時間と共に増加させつつ前記光ファイバから漏れ出た光波
を光検出器で検出して所望の光ファイバを特定する心線対照方法であって、
　前記応力付加器は、該応力付加器により前記光ファイバに付加された応力を検出する応
力検出器を具備するものであり、
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　前記光検出器で光波の光パワーを検出し、当該光波の光パワーが所定の閾値以上である
場合には、前記応力付加器により光ファイバへ付加する応力を一定に維持し、当該光ファ
イバが所望の光ファイバであると判定し、
　前記光検出器で検出された光波の光パワーが所定の閾値未満であり、前記応力検出器で
検出された応力が所定の閾値未満である場合には、前記光検出器で光波の光パワーの判定
を再度行い、
　前記光検出器で検出された光波の光パワーが所定の閾値未満であり、前記応力検出器で
検出された応力が所定の閾値以上である場合に、前記応力付加器により前記光ファイバへ
付加する応力を一定に維持した状態にて前記光検出器で光波の検出の有無を判定し、前記
光検出器で光波を検出した場合には当該光ファイバが所望の光ファイバであると判定し、
前記光検出器で光波を検出しない場合には当該光ファイバが所望の光ファイバではないと
判定する
ことを特徴とする。
【００１５】
　上述した課題を解決する第２の発明に係る心線対照方法は、第１の発明に係る心線対照
方法であって、
　前記光ファイバは曲がって延在する曲げ部を有し、
　前記応力付加器が、前記光ファイバの光波の進行方向における前記曲げ部よりも上流側
に配置され、
　前記光検出器が、前記光ファイバの前記曲げ部に配置される
ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００２１】
　第１の発明に係る心線対照方法によれば、光ファイバの損傷を回避できる上に、光ファ
イバの曲げ損失特性に関わらず光ファイバを損傷させずに当該光ファイバから漏洩する光
を光検出器で検出して、所望の光ファイバの特定が可能となる。
　光ファイバに付与する応力を所定の閾値以下とすることができ、光ファイバの損傷をよ
り確実に回避できる。また、応力付加器による光ファイバへの応力の付加を確実に行うこ
とができ、所望の光ファイバを特定する作業をより確実に行うことができる。
【００２４】
　第２の発明に係る心線対照方法によれば、第１の発明に係る心線対照方法と同様な作用
効果を奏する上に、応力付加手段による光ファイバへの応力付加を円滑に行うことができ
ると共に、光ファイバから漏洩する光波をより確実に光検出器で検出でき、作業効率が向
上する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　以下に、本発明に係る心線対照装置および方法の最良の形態について、図面を参照して
詳細に説明する。
【００２６】
　［第一の実施形態］
　本発明に係る心線対照装置および方法の第一の実施形態につき図１、図２を参照して説
明する。本実施形態では、曲げ損失特性を改善した光ファイバに適用した場合について説
明する。
　図１は、心線対照装置および方法の一実施形態を説明する概略図であり、図１（ａ）に
その構成を示し、図１（ｂ）にそれによる漏洩光パワーと応力の関係を示す。なお、図１
中にてλは光ファイバ中を導通する光波を示し、λ’は光ファイバから漏れ出た漏洩光を
示す。
【００２７】
　本実施形態に係る心線対照装置１００は、図１（ａ）に示されるように、光ファイバ１
上に周期的な応力を付加する応力付加器（応力付加手段）１０および漏洩光λ’を受光す
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る光検出器２０から構成される。光検出器２０は光ファイバ１から漏洩する漏洩光を検出
する検出器である。
【００２８】
　応力付加器１０は光ファイバ１に沿って周期的に応力を付加するための凹凸部分からな
る突起部１３を有し、応力を手動または電動で光ファイバ１に付加する機器である。すな
わち、応力付加器１０は光ファイバ１に対して所定の周期で応力を付与する機器であり、
これにより長周期グレーティングを生成している。
【００２９】
　応力付加器１０は、光ファイバ設置台１１、応力付与具１５などを具備する。光ファイ
バ設置台１１は光ファイバ１を設置する台である。光ファイバ設置台１１の上部１１ａに
は光ファイバ１を設置するためのＶ溝１１ｂが形成されている。応力付与具１５は、光フ
ァイバ設置台１１に対して可動に設けられた可動具１２と、この可動具１２の下面１２ａ
に取付けられた複数の突起部１３とを有するものである。応力付加器１０は、さらに固定
具１４を具備する機器である。固定具１４は、光ファイバ設置台１１のＶ溝１１ｂ上に設
置される光ファイバ１を光ファイバ設置台１１に固定するものである。複数の突起部１３
は、周期的に配置されている。そして、応力付加器１０の可動具１２には、突起部１３に
よる応力を制御する応力制御装置３１が取付けられている。これにより、光ファイバ１に
入力された試験光（光波）λは、応力付加器１０では周期および光ファイバ１の構造に対
応した波長において高次モードが発生し、漏洩する。そして、この漏洩光λ'は、光ファ
イバ１の側面１ｃに接触して配置される光検出器２０で検出される。これにより、光ファ
イバ１に光波λが導通していることを確認できる。すなわち、所望の光ファイバを特定す
ることができる。
【００３０】
　ここで導通と判定する光パワーをある閾値（所定の閾値）に予め設定する。そして、受
光パワーが閾値を超えているか否かの結果を、制御信号線２１を介して応力付加器１０の
応力制御装置３１へフィードバックして応力付加器１０の突起部１３による応力の大きさ
を制御する。具体的には、図１（ｂ）に示すように、応力制御装置３１は、光検出器２０
で検出された光パワーが前記の閾値を超えた場合に応力付加器１０を固定等することによ
って、応力付加器１０において必要以上の応力が付加されないように制御する。このとき
応力付加器１０では光ファイバ１に過剰な応力が付加されないため、光ファイバ１への損
傷を抑制することができ好ましい。
【００３１】
　ここで、図２に、本実施形態に係る心線対照装置および方法に関わる、応力付加器１０
による応力の大きさと光検出器２０で検出される漏洩光λ’の光パワーの大きさとの関係
を表す特性図を示す。ここで光ファイバとして空孔アシストファイバを用い、コア直径、
比屈折率差、空孔位置（コアの中心から空孔の外形までの距離）、空孔直径および空孔の
数量をそれぞれ９μｍ、０．３５％、９μｍ、９μｍ、６個とした。この光ファイバの曲
げ損失は半径５ｍｍの急峻な曲げでも０．０１ｄＢ／巻と非常に曲げ損失が小さいため、
従来の心線対照方法を適用することができない。図２に示すように、応力付加を行うこと
によって、このような曲げ損失特性に優れた光ファイバにおいても、漏洩光を検出するこ
とができることを確認できる。また応力が大きくなるほど漏洩光パワーは大きくなり、た
とえば－５５ｄＢｍを前記の閾値とすると光ファイバに加わる応力を１５００ｇ重以下に
抑えることができる。
【００３２】
　したがって、本実施形態に係る心線対照装置１００によれば、応力付加器１０により光
ファイバ１に応力を付加して光ファイバ１から光波λ'が漏洩して、この光波λ'を光検出
器２０で検出できる。また、応力制御装置３１が光検出器２０で検出される光パワーを持
って応力付加器１０を制御することで、光ファイバ１の損傷を回避できる。よって、光フ
ァイバ１の曲げ損失特性に関わらず光ファイバ１を損傷させずに当該光ファイバ１から漏
洩する光を検出して、所望の光ファイバの特定が可能となる。
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【００３３】
　心線対照装置１００が固定具１４を具備することにより、この固定具１４により光ファ
イバ１を光ファイバ設置台１１に固定でき、応力付加器１０による光ファイバ１への応力
付加を円滑に行うことができ、作業効率が向上する。
【００３４】
　［第二の実施形態］
　本発明に係る心線対照装置および方法の第二の実施形態につき図３を参照して説明する
。
　図３は本発明の心線対照装置および方法の構成例を示す概略図である。
　本実施形態に係る心線対照装置は、図１（ａ）の構成の心線対照装置１００を曲がって
延在する光ファイバ１０１に適用した場合を示した装置である。なお、図３中にてλは光
ファイバ中を導通する光波を示し、λ’は光ファイバから漏れ出た漏洩光を示す。
【００３５】
　本実施形態に係る心線対照装置２００は、上述した第一の実施形態に係る心線対照装置
１００と同一構成の機器（光ファイバ設置台１１、応力付与具１５（可動具１２、突起部
１３）および固定具１４からなる応力付加器１０、応力制御装置３１、光検出器２０）を
有する装置である。本実施形態では、上述した第一の実施形態に係る心線対照装置と同一
の機器には同一符号を付記しその説明を省略する。すなわち、光ファイバ１０１は、直線
状に延在する直線部１０１ａと、この直線部１０１ａに接続し、曲がって延在する曲げ部
１０１ｂとを有する。この光ファイバの直線部１０１ａに応力付加器１０が配置される。
そして、光ファイバ１０１の曲げ部１０１ｂに光検出器１２０が配置される。具体的には
、光ファイバ１０１の直線部１０１ａの延長線上に光検出器１２０が配置される。
【００３６】
　上述した形状の光ファイバ１０１であることにより、応力付加器１０で発生する高次モ
ードは伝搬モードに比べて曲げ損失が大きくなるため、曲げ部１０１ｂを形成し曲げ部１
０１ｂ近傍に光検出器１２０を設置することによって、より効率的に漏洩光λ’を検出す
ることができる。また従来の単一モードファイバは比較的曲げ損失が大きいため、前記曲
げ部１０１ｂにおいて伝搬モードに対する曲げ損失を発生する。試験光波長を固定してグ
レーティングを用いて漏洩光を発生させる場合、対象の光ファイバ構造に対してグレーテ
ィング周期を適切に設計する必要があるが、従来の単一モードファイバに対してはこの曲
げ損失を検出することによって心線対照を行うことができる。すなわち従来の単一モード
ファイバに適した応力付加器の周期設計が不要であり、たとえば曲げ損失特性に優れた光
ファイバように設計した本発明の心線対照装置および方法を用いて従来の単一モードファ
イバの対照を行え、好ましい。
【００３７】
　ここで、図３では光ファイバ１０１の曲げ部１０１ｂとして９０度の曲げを仮定してい
るが、曲げ部は任意の角度の曲げであっても良く、また曲げの形は１回曲げの他に波型の
曲げなど任意の形であってもかまわない。
【００３８】
　したがって、本実施形態に係る心線対照装置２００によれば、上述した第一の実施形態
に係る心線対照装置１００と同様な作用効果を奏する上に、応力付加器１０が光ファイバ
１０１の光波λの進行方向における曲げ部１０１ｂよりも上流側に配置されることにより
、応力付加器１０による光ファイバ１への応力付加を円滑に行うことができる。光検出器
２０が光ファイバ１０１の曲げ部１０１ｂに配置されることにより、光ファイバ１０１か
ら漏洩する光波λ'をより確実に光検出器２０で検出できる。よって、作業効率が向上す
る。
【実施例１】
【００３９】
　本発明に係る心線対照装置および方法の第１の実施例につき、図４および図５を参照し
て説明する。
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　図４は本発明に係る心線対照装置および方法の第１の実施例の手順を示すフローチャー
トであり、図５は本発明に係る心線対照装置および方法の第１の実施例の構成を模式的に
示す構成図である。なお、図５中にてλは光ファイバ中を導通する光波を示し、λ’は光
ファイバから漏れ出た漏洩光を示す。
【００４０】
　本実施例に係る心線対照装置３００は、図５に示すように、応力付加器１０、応力検出
器２０等を具備する。応力付加器１０は、光ファイバ設置台１１、応力付与具１５（可動
具１２、突起部１３）、および応力制御装置３１を具備する。応力制御装置３１は、信号
線２２を介して閾値判定器３２と接続する。この閾値判定器３２は、制御信号線２１を介
して光検出器２０と接続する。この光検出器２０は、光ファイバ１の側面１ｃに接触して
配置される。閾値判定器３２は、信号線２３を介して閾値判定結果表示・発音器４２と接
続する。光検出器２０は、信号線２４を介して受光パワー表示器４１と接続する。
【００４１】
　光検出器２０は、上述した通り光ファイバ１から漏洩する漏洩光を検出する検出器であ
り、光ファイバ１に対して曲げを与えることでより効率的な受光ができる。閾値判定器３
２は光検出器２０において検出された光パワーが、予め設定した閾値を超えているか否か
を判定する判定器である。突起部１３は図１と同様に光ファイバ１に沿って周期的に応力
を付加する。応力制御器３１は応力付与具１５への応力の大きさを制御する部分であり、
閾値判定器３２の結果をもって制御される。たとえば光検出器２０での受光パワーが閾値
判定器３２において閾値を超えたと判定された場合、応力制御器３１は応力付与具１５を
固定等することによって、光ファイバ１に対して判定時点より大きな応力がかからないよ
うに制御する。受光パワー表示器４１は光検出器２０において検出された光パワーを表示
する。閾値判定結果表示・発音器４２は閾値判定器３２における判定結果を画面上の表示
または音声によって結果を知らせる。
【００４２】
　本実施例に係る心線対照方法は、図４に示すように、最初に光ファイバ設置台１１に光
ファイバ１を設置する（ステップＳ１）。このとき心線対照装置３００に図３に示した光
ファイバ１０１の曲げ部１０１ｂがあった場合に、光検出器２０が検出する曲げ損失によ
る漏洩光パワーが予め設定した閾値を超えているか否かを判定し（ステップＳ２）、超え
ていた場合に応力付加具１３の固定等によって応力の付加を遮断し（ステップＳ３）、当
該光ファイバ１で光波λが導通していると判定する（ステップＳ８）。曲げ部がない場合
または曲げ部を有しているが閾値を超えていない場合に、手動または電動で応力付加器１
０により光フィアバ１に応力を付与する（ステップＳ４）。光検出器２０において検出さ
れる光パワーが前記の閾値を超えた場合に、応力付与具１５の固定等によって応力の制御
を行い（ステップＳ６）、当該光ファイバ１に光波λが導通していると判定する（ステッ
プＳ８）。また前記の閾値を越えていなくても光検出器２０で光波λ’が検出されれば（
ステップＳ７）、当該光ファイバ１に光波λが導通していると判定できる（ステップＳ８
）。光検出器２０において光波λ’が検出されない場合に、当該光ファイバには光波λが
導通していないと判定する（ステップＳ９）。
【００４３】
　したがって、本実施例に係る心線対照装置３００によれば、応力付加器１０により光フ
ァイバ１に応力を付加して光ファイバ１から光波λ'が漏洩し、この光波λ'を光検出器２
０で検出できる。また、応力制御装置３１が光検出器２０で検出される光パワーを持って
応力付加器１０を制御することで、光ファイバ１の損傷を回避できる。よって、光ファイ
バ１の曲げ損失特性に関わらず光ファイバ１を損傷させずに当該光ファイバ１から漏洩す
る光を検出して、所望の光ファイバの特定が可能となる。
【実施例２】
【００４４】
　本発明に係る心線対照装置および方法の第２の実施例につき、図６および図７を参照し
て説明する。
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　図６は本発明に係る心線対照装置および方法の第２の実施例の手順を示すフローチャー
トであり、図７は本発明に係る心線対照装置および方法の第２の実施例の構成を模式的に
示す構成図である。なお、図７中にてλは光ファイバ中を導通する光波を示し、λ’は光
ファイバから漏れ出た漏洩光を示す。
【００４５】
　本実施例に係る心線対照装置は、上述した第１の実施例に係る心線対照装置と同一の機
器構成（光ファイバ設置台１１、応力付与具１５（可動具１２、突起部１３）および固定
具１４からなる応力付加器１０、光検出器２０、制御信号線２１、信号線２２，２３，２
４、応力制御装置３１、応力判定器３２、受光パワー表示器４１、閾値判定結果表示・判
定器４２）に加え、応力検出器を具備する装置である。本実施例では、上述した第１の実
施例に係る心線対照装置と同一の機器には同一符号を付記しその説明を省略する。
【００４６】
　本実施例に係る心線対照装置４００は、図７に示すように、応力検出器４０１を具備す
る。この応力検出器４０１は可動具１２と突起部１３との間に配置される。そして、応力
検出器４０１に信号線２５が接続されている。この応力検出器４０１にて検出した突起部
１３による光ファイバ１への応力の大きさは信号線２５を介して応力制御装置３１へ出力
されている。なお、ここでは、応力検出器４０１として可動具１２と突起部１３との間に
配置される検出器を用いて説明したが、光ファイバ設置台１１上に設けられた応力検出器
とすることも可能である。
【００４７】
　そして、本実施例に係る心線対照方法は、図６に示すように、ステップＳ５による光検
出器２０で検出される光パワーが所定の閾値以上であるかの判定の後にステップＳ２１お
よびステップ２２の手順を追加したものである。
【００４８】
　すなわち、ステップＳ５にて、光検出器２０の光パワー、または高次モードによる漏洩
光は閾値より小さいと判定されると、ステップＳ２１に進む。このステップＳ２１にて、
応力付加器１０による応力、または付与された応力が所定の閾値以上であるか判定される
。所定の閾値を下回った場合にはステップＳ５に戻り、所定の閾値以上である場合にはス
テップＳ２２に進む。ステップＳ２２にて、応力付加器１０を固定し、応力付加器１０に
よる応力を一定とする。そして、ステップＳ７に進み、上述した第１の実施例に係る心線
対照方法と同様に、光検出器２０で光波λ’の検出の有無が判定される。このステップＳ
７にて光検出器２０で光波λ’を検出した場合にはステップＳ８に進み、このステップＳ
８で当該光ファイバ１に光波λが導通していると判定し、終了となる。他方、ステップＳ
７にて光検出器２０で光波λ’を検出していない場合にはステップＳ９に進み、このステ
ップＳ９で当該光ファイバ１に光波λが導通していないと判定し、終了となる。
【００４９】
　したがって、本実施例に係る心線対照装置４００によれば、光ファイバ１に応力付加器
１０により所定の周期で応力を付加し、光ファイバ１から漏れ出た光波λ’を光検出器２
０で検出して所望の光ファイバを特定する心線対照方法であって、光検出器２０で光波λ
’の光パワーを検出し、この光波λ’の光パワーが所定の閾値以上である場合には、応力
付加器１０により光ファイバ１へ付加する応力を一定に維持し、この光ファイバ１が所望
の光ファイバであると判定することにより、光ファイバ１の損傷を回避できる上に、光フ
ァイバ１の曲げ損失特性に関わらず光ファイバを損傷させずに当該光ファイバから漏洩す
る光λ’を光検出器２０で検出して、所望の光ファイバの特定が可能となる。
【００５０】
　光検出器２０で検出された光波λ’の光パワーが所定の閾値未満であり、応力付加器１
０により光ファイバ１へ付加される応力を応力検出器４０１で検出し、この応力検出器４
０１で検出された応力が所定の閾値未満である場合には、光検出器２０で光波λ’の光パ
ワーの判定を再度行うことにより、光ファイバ１に付与する応力を所定の閾値以下とする
ことができ、光ファイバ１の損傷をより確実に回避できる。また、応力付加器１０による
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をより確実に行うことができる。
【００５１】
　光検出器２０で検出された光波λ’の光パワーが所定の閾値未満であり、応力検出器４
０１で検出される応力が所定の閾値以上である場合に応力付加器１０により光ファイバ１
へ付加する応力を一定に維持した状態にて光検出器２０で光波λ’の検出の有無を判定し
、光検出器２０で光波λ’を検出した場合には当該光ファイバ１が所望の光ファイバであ
ると判定し、光検出器２０で光波λ’を検出しない場合には当該光ファイバが所望の光フ
ァイバではない判定することにより、所望の光ファイバを特定する作業をより一層確実に
行うことができ、作業効率が向上する。
【００５２】
　なお、上述の実施例では突起部１３を長手方向に一定の周期を有する構造として説明し
たが、突起部での周期は長手方向に変動していてもよい。特に突起部の周期が長手方向に
変化している場合は、所定の波長に対応できる光ファイバの構造の範囲が広がり、１つの
構造での適用範囲が広がるため好ましい。同様に一定の周期の構造に対して光ファイバを
曲げた状態で設置しても同様の結果が得られる。
【産業上の利用可能性】
【００５３】
　本発明は、光線路の工事、保守、運用の際の、光ファイバの特定に利用することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】本発明に係る心線対照装置および方法の第一の実施形態を説明する概略図である
。
【図２】本発明に係る心線対照装置および方法の第一の実施形態における、応力の大きさ
と漏洩光パワーの関係の例を表す特性図である。
【図３】本発明に係る心線対照装置および方法の第二の実施形態を模式的に示す概略図で
ある。
【図４】本発明に係る心線対照装置および方法の第１の実施例のフローチャートを示す図
である。
【図５】本発明に係る心線対照装置および方法の第１の実施例を模式的に示す概略構成図
である。
【図６】本発明に係る心線対照装置および方法の第２の実施例のフローチャートを示す図
である。
【図７】本発明に係る心線対照装置および方法の第２の実施例を模式的に示す概略構成図
である。
【符号の説明】
【００５５】
１，１０１　　光ファイバ
１０　　　　　応力付加器
２０　　　　　光検出器
３１　　　　　応力制御部装置
３２　　　　　閾値判定器
４１　　　　　受光パワー表示器
４２　　　　　閾値判定結果表示・発音器
１００，２００，３００，４００　心線対照装置
２０１　　　　応力検出器
λ　　　　　　光波
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